
海ごみ対策を効率的かつ効果的に実施していくためには、海ごみの発生から漂着・沈積
に至るまでの動態を明らかにすることが重要です。そこで、香川県内の河川を通じて海域に
流出したごみの漂流予測シミュレーションモデルを構築し、海ごみが漂着・沈積しやすい場
所や移動経路に関する予測計算を実施しました。

海ごみの漂流予測シミュレーション
調査目的

計算方法

シミュレーションの計算条件は、表- 1に示すとおりです。条件設定後、非圧縮性粘性流
体に関するナヴィエ－ストークスの運動方程式と流体の連続式を基本とする二次元多層レ
ベルモデル（一般的に潮流計算に用いられる）により、香川県全域を含む周辺海域の潮流
の再現計算を行いました。その結果を用いて、河川から海域に流出したごみが、潮流に運
ばれて海岸に漂着、または海底に沈積するまでの経路を予測するモデル（オイラー法によ
る粒子追跡モデル）を設定し、2011年9月2日～5日にかけて河川から流出したごみの30日
後までの移動経路を予測しました。
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（オイラー法による粒子追跡モデル）
ある時刻 t に、位置（Xt）に存在したごみの、⊿t時間後の位置
（Xt+1）を計算する方法。

: 時間（s）
: ごみの位置（x座標, y座標, z座標）
: 潮流の流速(cm/s)

: ごみの海底への沈降速度(cm/s)

→沈降速度は、事前に採取・測定した海底堆積ごみの
密度（1.146g/cm3)より、Stokesの式を用いて算定

t∆

表- 1 計算条件

香川県環境森林部環境管理課



計算範囲

数値シミュレーションは、広域（香
川県全域を含む海域）と狭域（H25年
度に海底堆積ごみ調査等を実施した鴨
庄湾を含む海域）の2パターンで計算を
行いました。
計算範囲は、図- 1に示すとおりであ
り 、 広 域 計 算 で は 計 算 範 囲 を
300m×300mのメッシュ（格子）に区分
して計算を行った。狭域計算では、計
算範囲を100m×100mのメッシュ（格
子）に区分して計算を行いました。

図- 1 計算対象範囲

計算結果

ごみの移動予測における予測ケースは、表- ２に示す通りとしました。
香川県内の河川からの流入ごみを対象としました。

計算ケース

ケース名 対象ゴミと移動過程 計算対象

ケース① 漂流ごみのみを考慮(比重が小さく、ごみが沈まないと仮定) 広域計算範囲

ケース② 漂流ごみと堆積ごみの両方を考慮（比重がやや大きく、ごみが漂流しな

がら徐々に沈降・堆積すると仮定）

広域計算範囲

表- ２ 予測計算ケースの一覧表



シミュレーションの結果をまとめると、図- 2に示すとおりであり、漂流ごみが河口部付
近に漂着しやすい河川も多いものの、河川によっては潮流によって大きく移動する傾
向もみられました。

図- ２ 漂流ごみの移動ルート


